
カ
ス
パ
ル
流
の
「
十
七
方
」

「
阿
藺
陀
外
科
医
方
秘
伝
」
な
ど
で
は
膏
薬
と
軟
膏
の
処
方
に
多
く
の
ぺ
ｌ
ジ
が
割
か
れ
て
お
り
、
そ
の
製
造
と
使
用
が
外
科
医
の
重
要
な

仕
事
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
す
で
に
関
場
不
二
彦
は
こ
の
「
十
七
方
」
が
「
阿
藺
陀
外
療
集
」
の
も
の
と
一
致
し
、
お
そ
ら
く
直
接
シ
ャ
ム
ベ

（
巧
）

ル
ゲ
ル
に
遡
る
で
あ
ろ
う
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
や
出
典
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。

調
合
法
に
つ
い
て
は
余
り
書
か
れ
て
い
な
い
外
科
書
よ
り
も
、
当
時
の
薬
局
方
を
参
照
し
た
方
が
そ
の
出
典
を
知
る
上
で
確
実
で
あ
る
。

私
は
こ
こ
で
ド
イ
ツ
・
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
薬
局
方
の
一
六
一
三
年
と
一
六
二
九
年
版
（
Ａ
）
、
ド
イ
ツ
・
ケ
ル
ン
薬
局
方
の
一
五
六
五
年
版
（
Ｂ
）
、

（
布
）

ロ
ン
ド
ン
薬
局
方
の
一
六
一
八
年
版
（
Ｃ
）
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
薬
局
方
の
一
六
三
六
年
版
（
Ｄ
）
と
一
六
三
九
年
版
（
Ｅ
）
を
用
い
た
。
特

（
万
）

に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
薬
局
方
と
は
一
致
点
が
多
い
。
（
図
一
○
）

シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
の
軟
膏
薬
は
オ
ラ
ン
ダ
式
の
調
合
法
に
よ
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
薬
局
方
は
よ
り

（
沼
）

伝
統
の
古
い
ド
イ
ツ
の
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
と
ケ
ル
ン
お
よ
び
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン
の
薬
局
方
に
遡
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
処
方
の
一
部

は
さ
ら
に
中
世
の
イ
ス
ラ
ム
系
学
者
に
よ
る
も
の
で
、
カ
ス
パ
ル
流
の
こ
の
「
十
七
方
」
に
つ
い
て
は
オ
ラ
ン
ダ
流
や
ド
イ
ツ
流
の
も
の
だ

と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

カ
ス
パ
ル
・
シ
ヤ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
と
カ
ス
パ
ル
流
外
科
（
下
）

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル

日
本
医
史
学
雑
誌
第
四
十
二
巻
第
四
号
平
成
七
年
十
一
月
十
一
日
受
付

平
成
八
年
十
二
月
二
十
日
発
行
平
成
八
年
三
月
七
日
受
理
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ご
胃
侭
巨
四
］
言
ヨ
シ
①
”
琶
耳
国
ｇ
毎
ョ

ロ
］
侭
匡
曾
〕
目
白
ｚ
の
吋
昌
【
旨
日

ご
一
閃
戸
吊
昌
巨
ヨ
シ
胃
，
囚
冒
〕

己
。
”
ロ
の
己
計
匡
冒
］
國
四
圏
一
門
員
同
国

口
二
ｍ
目
①
昌
匡
ヨ
シ
冒
勝
８
５
Ｒ
’
日
ゴ

』
＆

鹿
ご
畠
）
匿
禺
国
旨
己
（
背
房
①
ロ
呂
冒

両
国
昌
）
置
降
吋
匡
ロ
〕
○
×
園
日
，
（
月
の
屋
ご
〕

ロ
目
拓
匡
四
昌
匡
員
〕
の
丘
ロ
庁
門
戸
員
己

両
口
昌
〕
置
里
ロ
ヨ
〕
〔
汚
］
富
里
』
さ
喬
○

両
。
己
冨
牌
冒
ご
目
の
吋
禺
田
口
四

自
侭
巨
囚
］
冒
日
酔
言
Ｅ
ご
○
曽
員
号
自
国
目
白

両
国
］
で
両
禺
昌
邑
ご
ユ
①
夛
畠
昌
○

両
ヨ
亘
四
、
耳
匡
ヨ
ロ
酎
胃
）
日
亘
５
］
侭
（
閉

両
ヨ
ロ
訂
牌
昌
』
ヨ
ロ
園
［
菌
言
国
①

両
【
員
〕
言
、
耳
巨
目
〕
］
冨
匡
９
両
姫
冒
〕
号
〆
勗

同
国
冒
冨
の
旬
ご
ヨ
ロ
国
の
彦
邑
○
コ
の
言
５
房
×

囚
‐
具
）
旨
の
ｑ
ロ
ヨ
ロ
凰
曾
勗
易
己
ヨ

（
◎
Ⅱ
一
致
。
○
Ⅱ
ほ
ぼ
一
致
。

△
Ⅱ
異
な
る
。
）

○

○ f=11 ◎ ○ ◎ ◎ ◎△ 。△ A△ △ △ △ △L

◎ 戸、
、－ノ ◎△ ◎△ ◎ B△

◎ ◎△ △ △ △ 〔△L〃

へ ◎ ◎ ○ ○ r~、 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎△ ，。Lノと_』

◎ ◎ ◎ ◎ r~、
聖ノ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎△ ◎△ E

三
角
①
、
巨
①

三
宮
①
の
匡
の、■

二
国
①
⑩
ロ
の■令

ン
ぐ
旨
④
〕
扁
一

両
面
四
Ｎ
①
⑱

ｚ
旨
巳
曽
勗
醇
庁
×
臼
己
昌
三
房

写
自
の
め
こ
①

ぐ
侭
兄

ｚ
旨
○
面
吊
弔
国
①
己
○
鰹
冒
鮎

冨
朋
こ
の
八
⑦
巴
①
ご

Ｚ
行
（
二
曽
昴
シ
帝
〆
曽
己
。
胃
昌
⑳

三
角
①
の
目
①

昇
毎
ｍ
（
）
団

処
方
の
由
来

ｚ
旨
○
両
岸
崩
勺
禺
四
①
で
○
曽
戸
扇
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両
国
５
両
留
弓
日
の
目
庁
国
口
凰
熱
ヱ
ン
フ
ラ
ス
ト
ガ
ラ
サ
デ
イ
ヤ

［
１
］
罰
ｘ
、
○
四
儲
巨
○
ぐ
四
①
）
四
十
目

［
１
］
一
セ
イ
ラ

［
２
］
罰
朋
冒
開
》
四
十
目

［
２
］
一
コ
ル
ホ
ウ
ニ
ヤ

［
３
］
の
①
ａ
三
局
目
］
四
目
ぐ
ロ
凰
四
の
目
四
目
○
吋
．
四
十
目

［
３
］
一
セ
イ
ベ
ヱ
ル
ジ
ネ

［
４
］
弓
①
局
①
豆
昌
三
コ
開
く
ロ
ｇ
閉
号
画
の
．
二
十
目

［
４
］
一
テ
レ
メ
ン
テ
イ
ナ

［
５
］
少
の
目
四
二
厨
】
三
匁

［
７
］
一
メ
イ
ラ

［
６
］
三
画
豊
９
８
三
匁

［
６
］
一
マ
ス
テ
キ
ス

［
７
］
９
号
四
己
》
四
口
四
口
国
呂
日
勝
ｑ
＄
．
三
匁

［
５
］
一
ヘ
ル
テ

句
［
国
ロ
ー
［
の
鴨
］
四
［
畠
の
］
両
日
豆
、
里
日
日
右
煉
合
ル
時
ホ
ル
ト
カ
ル
ノ
油
少
入
ル

シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
は
詞
Ｒ
旨
①
（
唇
、
詞
×
）
を
省
き
、
い
く
ら
か
ぼ
ん
や
り
と
書
き
換
え
が
わ
か
る
程
度
に
名
称
を
時
に
は
主
格

（
ｚ
ｏ
ョ
冒
昌
ぐ
）
で
、
時
に
は
生
格
で
書
い
て
い
る
。
ま
た
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
や
オ
ラ
ン
ダ
語
も
混
じ
っ
て
い
る
。
分
量
は
一
リ
ブ
ラ
を
一
斤
、

一
オ
ン
ス
を
一
○
目
、
ま
た
一
ド
ラ
ハ
メ
を
一
匁
と
し
て
示
し
て
い
る
。
猪
股
は
ョ
－
ロ
ッ
パ
の
換
算
法
含
与
国
Ⅲ
届
巨
邑
口
幽
の
Ⅱ
證

号
四
口
目
〕
四
①
）
を
知
ら
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
後
の
処
方
、
た
と
え
ば
一
六
五
六
年
の
ハ
ン
ス
・
ハ
ン
コ
の
場
合
に
は
一
リ
ブ
ラ
が
正
確
に
九
六

匁
に
換
算
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
換
算
の
間
違
い
は
カ
ス
パ
ル
処
方
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
「
阿
藺
陀
外
科
医
方
秘
伝
」
な
ど
の
「
十

七
方
」
の
処
方
の
ほ
と
ん
ど
は
、
成
分
の
並
べ
方
に
至
る
ま
で
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
薬
局
方
の
処
方
と
一
致
し
て
い
る
。
調
製
法
⑦
号
の
目
目
○
）

の
形
式
と
し
て
最
後
に
た
い
て
い
「
上
記
を
混
ぜ
て
用
い
る
こ
と
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

西
洋
の
薬
局
方
は
こ
の
よ
う
な
調
合
薬
の
場
合
、
罰
①
の
旨
①
（
罰
で
，
困
〆
）
、
つ
ま
り
「
取
れ
」
と
い
う
指
示
で
始
め
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
そ
の
後
に
続
い
て
成
分
が
、
い
わ
ゆ
る
生
格
（
の
ｇ
旨
く
）
で
、
分
量
が
対
格
（
シ
匡
自
の
目
ぐ
）
で
示
さ
れ
て
い
る
。
一
連
の
、
略
語
を
含

む
調
製
法
命
目
印
９
目
ざ
）
か
ら
は
そ
の
具
体
的
な
製
造
法
に
つ
い
て
知
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
。
こ
こ
で
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
薬
局
方

（
刃
）

一
六
三
六
年
版
と
「
阿
蘭
陀
外
科
医
方
秘
伝
」
を
比
べ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
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「
阿
藺
陀
外
科
伝
」

「
阿
蘭
陀
流
外
科
害
」

「
紅
毛
外
科
害
」
（
京
大
）

「
阿
蘭
陀
外
科
害
」
（
慶
大
）

文
書
／
「
十
七
方
」
の
順
序

「
阿
蘭
陀
膏
薬
」

「
阿
閾
陀
外
療
集
」
巻
六

「
阿
蘭
陀
外
科
医
方
秘
伝
」

「
外
科
要
訣
」
巻
三

「
カ
ス
パ
ル
流
伝
授
本
」

「
カ
ス
パ
ル
ロ
伝
薬
方
‐

「
阿
蘭
陀
カ
ス
パ
ル
伝
抜
害
」

「
阿
蘭
陀
外
科
書
」
（
杏
雨
）

「
阿
藺
陀
外
科
害
」
（
九
大
）

「
阿
蘭
陀
秘
伝
膏
薬
害
」

「
阿
藺
陀
カ
ス
パ
ル
秘
方
」

「
阿
蘭
陀
外
科
指
南
」

「
紅
毛
膏
液
」
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す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
が
一
六
四
九
年
の
江
戸
参
府
に
同
行
し
た
フ
リ
シ
ウ
ス
の
使
節
団
は
、
献
上
品
と
し
て
薬
箱

（
拠
）

も
持
参
し
て
い
た
。
そ
の
中
身
は
ロ
ベ
イ
ン
号
の
送
り
状
に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
ま
た
、
一
方
は
献
上
品
と
し
て
将
軍
に
、
も
う
一

方
は
老
中
の
た
め
に
井
上
筑
後
守
が
注
文
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

「
阿
藺
陀
外
科
医
方
秘
伝
」
に
は
ま
た
、
こ
の
薬
品
の
大
部
分
を
網
羅
す
る
リ
ス
ト
も
見
ら
れ
る
。

「
井
上
筑
後
守
殿
御
用
被
召
上
薬
物
之
事

「
十
七
方
」
と
ョ
－
ロ
ッ
パ
の
そ
れ
の
原
型
を
比
較
し
て
み
る
と
、
多
少
の
間
違
い
が
見
受
け
ら
れ
る
。
す
で
に
一
六
五
○
年
の
報
告
書
作

成
の
際
に
猪
股
伝
兵
衛
に
よ
る
誤
解
が
生
じ
て
お
り
、
カ
ス
パ
ル
文
書
の
す
べ
て
に
お
い
て
ご
己
唱
目
目
白
号
と
号
四
８
の
処
方
が
ョ
Ｉ
ロ

ッ
パ
の
原
型
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
は
元
来
ロ
侭
巨
２
日
ョ
ｚ
①
弓
冒
ロ
日
を
紹
介
し
て
い
た
の
だ
が
、
そ
の
膏
薬
の
名
前

が
落
と
さ
れ
、
た
ま
た
ま
最
初
の
成
分
で
あ
っ
た
ご
侭
匡
ｇ
白
日
号
筐
昏
四
囲
が
元
の
膏
薬
名
の
代
わ
り
入
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
両
日
亘
四
の
耳
匡
ヨ
ロ
国
ｇ
目
ｇ
ｏ
厨
○
の
は
本
来
軟
薬
ａ
侭
巨
①
口
冒
目
）
で
あ
り
、
膏
薬
で
は
な
い
。
両
日
巨
四
留
日
昌
巨
①
三
目
で
は
、

囲
且
買
○
弓
①
国
と
罰
且
寓
目
＆
、
と
い
う
二
成
分
が
「
シ
ピ
リ
イ
リ
デ
ス
」
と
し
て
一
つ
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
の
後
任
者
達
も
様
々
な
膏
薬
や
軟
膏
を
用
い
て
い
た
の
で
、
上
記
の
名
称
は
多
く
の
写
本
に
現
わ
れ
る
・
代
表
的
な
「
力

（
帥
）

ス
パ
ル
文
書
」
に
お
け
る
「
十
七
方
」
の
順
序
を
比
較
し
て
み
る
と
、
そ
の
伝
達
の
状
況
が
分
か
る
。
（
図
二
）

元
来
の
「
十
七
方
」
は
ま
と
ま
っ
た
形
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
が
、
宗
田
一
氏
が
す
で
に
示
し
た
よ
う
に
、
「
カ
ス
パ
ル
の
七
十

（
別
）

二
膏
薬
」
の
よ
う
な
膨
張
し
た
混
ぜ
物
の
例
も
あ
る
。
紀
州
の
華
岡
塾
で
写
さ
れ
た
「
オ
ラ
ン
ダ
外
科
秘
伝
書
」
に
は
「
阿
藺
陀
カ
ス
ハ
ル
」

（
蛇
）

の
名
の
も
と
に
「
七
十
五
方
」
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
内
容
の
上
で
ほ
と
ん
ど
関
係
が
な
い
写
本
の
存
在
し
て
い
る
こ
と
も
、
後
世

（
鯛
）

に
お
け
る
カ
ス
パ
ル
の
名
の
浸
透
性
と
そ
の
魅
力
を
物
語
っ
て
い
る
。

輸
入
医
薬
品
に
つ
い
て
の
記
述

(27）
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一
バ
ル
サ
モ
ヘ
ラ
ヒ
ヤ
ヌ
ン

一
ヲ
ビ
タ
ン
テ
サ
レ
、
ト
ン

一
ア
グ
ハ
ビ
イ
テ
マ
テ
リ
ヨ
ウ
リ

一
キ
リ
シ
タ
ル
ン
タ
ル
タ
リ

一
メ
テ
リ
ダ
ア
テ

一
テ
リ
ヤ
グ
ン

一
コ
ン
ヘ
キ
シ
ョ
シ
ヤ
ジ
ン
ト

一
テ
ヘ
ン
シ
イ
ブ
ン
ヒ
キ
ヨ
ウ
ナ
ス

一
鉢 、

こ
イ
ュ
フ

ヘ
イ
シ
ム
レ
イ
ル
ア
バ
ラ
骨
一
ツ

ヒ
リ
リ
一
筒

號
珀
一
袋

バ
ル
サ
モ
フ
ラ
ス
コ
ー
ツ

ヲ
ヲ
リ
ヨ
テ
レ
メ
ン
テ
イ
ナ

コ
ン
ヘ
キ
シ
ヨ
ア
ル
カ
ル
モ
ス

ネ
ダ
ン
目
ガ
ヘ

代
四
十
三
匁

代
五
匁

一
斤
二
付
百
廿
目

ネ
ダ
ン
目
ガ
ヘ

代
一
匁
二
三
匁
二
下
宛

ヲ
ラ
ン
ダ
カ
イ
モ
ト
百
目

上
ケ
申
ネ
ダ
ン
五
十
目

ヲ
ラ
ン
タ
カ
イ
八
十
目

上
ヶ
申
ネ
タ
ン
四
十
三
匁

ヲ
ラ
ン
タ
カ
イ
三
十
目

上
ケ
申
ネ
ダ
ン
十
五
匁

ヲ
ラ
ン
タ
カ
イ
モ
ト
廿
五
匁

上
ケ
申
値
段
十
五
匁

ヲ
ラ
ン
タ
カ
イ
四
匁

上
ケ
申
ネ
タ
ン
同

ヲ
ラ
ン
タ
カ
イ
三
十
五
匁

上
ケ
申
ネ
タ
ン
ニ
十
五
匁

ヲ
ラ
ン
タ
カ
イ
十
匁

上
ケ
申
ネ
タ
ン
七
匁

ヲ
ラ
ン
タ
カ
イ
三
十
五
匁

上
ヶ
申
ネ
タ
ン
十
七
匁

ヲ
ラ
ン
タ
カ
イ
十
匁

上
ケ
申
ネ
タ
ン
七
匁
」
四

（
ロ
瓜
四
扇
芦
自
白
ぐ
局
ｇ
〕
耐
）

（
、
巴
の
四
口
目
旨
］
も
囚
ご
く
国
。
匡
員
〕
）

（
〉
） （
シ
昌
国
臼
国
①
巨
異
号
ぢ
こ

（
、
臥
呉
己
盲
目
弓
四
【
国
風
）

（
冨
詳
胃
胃
営
日
ョ
）

（
自
学
〕
①
国
四
○
匡
寓
ご
）

（
○
ｇ
］
庁
ｇ
ご
函
く
四
ｇ
三
三
）

１

Ｕ
〆

（
冨
巨
冒
旦
巴

、
叩

（
ロ
の
］
ｘ
の
国
〕
こ
］
ず
の
ユ

（
ず
｛
国
ユ
）

（
、
巨
○
○
』
口
巨
胃
ご
）

（
国
匙
の
凹
尉
ロ
Ｅ
ご
）

（
○
行
Ｅ
ご
目
の
吊
巨
昌
言
呂
国
①
）

（
○
○
具
の
９
旨
鈩
弄
閏
目
＄
）
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こ
れ
は
明
ら
か
に
猪
股
伝
兵
衛
が
ま
と
め
た
報
告
書
の
一
部
で
あ
る
。
こ
の
渡
来
薬
に
つ
い
て
の
記
述
は
後
に
な
る
と
あ
ま
り
重
要
視
さ

れ
な
く
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
特
使
フ
リ
シ
ウ
ス
が
一
六
四
九
年
に
持
参
し
た
薬
箱
の
内
容
と
、
こ
の
三
つ
の
文
献
に
記
さ
れ
て
い
る
薬
品

と
が
大
体
に
お
い
て
一
致
し
て
い
る
こ
と
も
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
こ
の
文
言
の
信
頼
性
に
は
疑
う
余
地
が
な
い
と
結
論
づ
け
ら
れ
よ
う
。
名

称
の
一
部
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
あ
り
、
大
部
分
は
ラ
テ
ン
語
の
形
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
薬
品
は
確
か
に
ョ
－
ロ
ッ
パ
の
薬
局
で
売
ら

れ
て
い
た
が
、
産
地
は
世
界
の
各
地
域
に
あ
っ
た
の
で
、
厳
密
な
意
味
で
の
「
オ
ラ
ン
ダ
薬
」
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

（
蹄
）

内
容
、
使
用
な
ど
に
つ
い
て
は
宗
田
一
氏
が
「
渡
来
薬
の
文
化
誌
」
で
詳
細
に
紹
介
し
て
い
る
。
（
図
一
三
）

出
島
商
館
長
に
よ
れ
ば
、
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
は
大
目
付
井
上
の
屋
敷
で
オ
ラ
ン
ダ
の
薬
品
に
つ
い
て
そ
の
性
質
と
使
用
法
に
つ
い
て
尋
ね

ら
れ
た
。
「
阿
蘭
陀
薬
遣
様
井
上
筑
後
守
殿
上
写
」
と
い
う
テ
キ
ス
ト
の
内
容
は
、
か
な
り
の
確
率
で
こ
の
と
き
の
説
明
に
遡
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
上
述
の
薬
品
と
、
さ
ら
に
数
種
の
薬
品
に
つ
い
て
手
短
に
述
べ
て
い
る
。
こ
の
内
容
は
「
阿
藺
陀
外
療
集
」
（
第
七
巻
）

に
も
見
ら
れ
る
。
享
和
元
年
二
八
○
一
年
）
、
紀
州
の
華
岡
塾
に
お
い
て
写
さ
れ
た
「
阿
藺
陀
加
須
波
留
伝
膏
藥
方
」
に
は
、
興
味
深
い
こ
と

に
「
阿
蘭
陀
薬
種
能
毒
カ
ス
バ
ル
伝
渡
薬
」
と
い
う
表
題
の
下
に
、
ほ
ぼ
同
様
な
テ
キ
ス
ト
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
阿
蘭
陀
薬
品
主
治
部
」

（
雛
）

が
示
す
よ
う
に
、
こ
の
薬
品
の
リ
ス
ト
は
桂
川
甫
筑
の
手
に
も
渡
っ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
例
と
し
て
「
ヘ
イ
シ
ム
レ
ル
」
（
人
魚
）
に
つ
い

て
の
記
述
を
挙
げ
る
。
（
図
一
二
）

「
ヘ
イ
シ
ム
レ
ル

痔
有
人
不
断
身
二
添
持
テ
ョ
シ
。

粉
ニ
シ
テ
少
シ
宛
酒
二
入
用
五

体
一
一
有
砂
ヲ
下
シ
テ
ョ
シ
。
血

止
二
第
一
良
。
下
血
ニ
モ
用
ヤ

ウ
同
前
。
」

図

＝

「
阿
蘭
陀
外
科
医
方
秘
伝
」
｜
「
阿
蘭
陀
外
療
集
」
巻
七
「
阿
蘭
陀
加
須
波
留
伝
膏
藥
方
」
｜
｜
「
阿
藺
陀
薬
品
主
治
部
」

「
ヘ
イ
シ
ム
レ
イ
ル

痔
有
人
毎
二
身
ニ
ッ
ヘ
持
テ
良
。

粉
而
少
宛
酒
二
入
用
ハ
五
躰
二

有
砂
ヲ
下
ス
。
湯
ニ
テ
モ
用
テ

良
。
第
一
血
止
ル
ー
良
。
下
血

一
一
ハ
湯
ニ
テ
用
テ
良
。
」

「
ペ
イ
シ
ム
レ
イ
ル

痔
有
人
毎
二
身
二
添
持
テ
吉
。

粉
ニ
シ
テ
少
宛
酒
二
入
用
五
体

有
砂
ヲ
下
シ
テ
良
。
湯
ニ
テ
モ

用
。
第
一
血
留
二
吉
。
下
血
ニ

ハ
湯
ニ
テ
用
良
。
」

「
ヘ
イ
シ
ム
レ
ル

主
治
痔
病
二
良
粉
ニ
メ
少
シ

シ
、
酒
ニ
テ
モ
湯
ニ
テ
モ
用
レ

ハ
五
体
二
有
砂
ヲ
下
シ
テ
吉
血

留
二
亦
吉
也
下
血
ニ
モ
可
也
」
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ヘ
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18 4
図

バ
ヒ
川
／
Ⅲ

サ
ル
サ
ヘ
レ
イ
ラ
ノ
木

ラ
ジ
ス
ヘ
ヨ
ニ
ヤ

ア
ヒ
ン

テ
レ
メ
ン
テ
イ
ナ
ベ
ネ
ジ
ヤ

ヲ
ビ
タ
ン
デ
サ
レ
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‐
ン

メ
テ
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チ
イ
ク
ン
ノ
木

キ
Ⅳ
ノ
シ
タ
ル
ン
タ
ル
タ
リ

テ
リ
ヤ
ク
ン

ヲ
、
リ
ヨ
テ
レ
メ
ン
テ
イ
ナ

、

イ
マ
〆

メ
テ
リ
ダ
ア
テ

バ
ル
サ
モ

ス
ク
シ
イ
ネ

（
原
文
の
名
称
）

コ
ン
タ
ラ
エ
ル
バ

マ
テ
ョ
カ
ナ
ノ
木

コ
ン
ヘ
キ
シ
イ
ヨ
ア
ル
カ
ル
モ
ス

ハ
ル
サ
モ
ヘ
ラ
ヒ
ヤ
ヌ
ン

、
ｎ
ｘ
）
一

戸
（
ｘ
〕
』

’
亘
昌．
国．

(93）
ヘ

ポ
…

ｎ
日
〕
耳
段
品
弓
呉
ポ
）

四
｝
〕
匿
営
己
、
四
欧
再
ご
蛇く

、
四
一
⑳
四
｝
〕
四
国
｝
一
四

弓
閏
の
ず
四
〕
岸
昌
国
く
四
５
国

国
里
留
ョ
○
℃
①
冒
乏
国
昌
ヨ
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ポ
）

●

罰
國
島
〆
勺
四
①
○
口
届
①

夛
自
①
、
ゴ
○
四
○
四
口
．
“

○
吋
ぐ
里
巴
一
ロ
再
己
、
弓
画
風
四
国

○
○
口
貯
只
さ
シ
房
曾
ョ
隅

ｚ
四
旨
国
威
２
日
〕

冨
芝
昌
昼
四
胃
（
オ
）

、
局
の
ユ
卸
○
口
目
〕

自
国
冒
四
再
ヨ
異
ポ
）

、
』
』

一
〕
巴
協
目
○
（
ポ
）

』３Ｕ
こ
の
、
呂
昌
］

｛
）
四
×
①
再
冒
巨
岸
局
扁
令
ホ
）

（
腹
痛
、
血
下
に
）

孟
口口

源
一

189）

○
亘
匡
言

弓
四
．
堅
吊
員
三
口
四
ぐ
①
。
①
国

国
巴
の
四
目
戸
勗
弔
の
昌
弓
国
冒
筋

罰
四
ｇ
ｘ
も
四
①
○
昌
幽
の

夛
自
の
○
ゴ
○
四
○
ｍ
己
ロ
“
［
画
一
ウ
煙
］

○
群
ご
降
匙
宮
昌
ご
目
ご
耳
巴
‘
］。

内
助
ｇ
ｘ
ｏ
ｇ
〕
ｑ
囚
望
①
門
く
四

戸
冨
再
丘
凰
・
画
ご
戸
罠
三

、
目
①
己
四
○
四

○
昌
蔑
の
ｇ
ご
シ
弄
閏
日
隅

○
斤
巨
ョ
弓
彦
閏
里
〕
言
９
国
①

［
Ｆ
〕
ぬ
ヨ
ロ
コ
〕
］
い
巴
め
画
汽
）
曾
竺
毎

Ｆ

［
冒
四
］
昌
己
ｚ
①
で
言
‘
旨
９
日
〕

め
巨
ｎ
ｏ
冒
亘
眉
旨 １

三
自
匡
国
旨
画
馴１１

”
巴
の
巴
ゴ
〔
豈
己

な

し
(91）
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薬
草
及
び
薬
油
に
つ
い
て
の
記
述

「
阿
藺
陀
外
科
医
方
秘
伝
」
は
油
に
つ
い
て
い
く
ら
か
述
べ
て
は
い
る
が
、
体
系
的
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
筆
者
は
長
い
間
「
カ

ス
パ
ル
文
言
」
に
所
々
見
ら
れ
る
薬
草
及
び
薬
油
の
記
述
に
は
注
意
を
払
っ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
第
一
部
が
「
油
之
大
事
」
に

23塑
一
ペ
イ
ダ
ラ
バ
ザ
ル

212524 20qワ
qJJ 36 qRJqJ 34

①①

00
Qo
qJ白 3］ 30 ワQ竺』 28 ワワム』 26

イ
ヒ
之
玉

イ
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ヌ
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コ
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ヘ
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ヨ
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シ
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ル
ン

ホ
ル
レ
ス
タ
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ソ
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ネ
ガ
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コ
キ
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コ
ン
セ
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ハ
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キ
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コ
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ウ
ク
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ヲ
エ
ン
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、
ノ
ス

エ
キ
ス
タ
ラ
キ
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イ
バ
ア
ル
ホ

ハ
ウ
テ
コ
ブ
／
ラ

プ
レ
ヤ
カ

■
凸

○
自
民
①
ｇ
冒
頭
く
卸
○
三
言
日
ご
ヨ

く

Ｒ
号
四
一
局
画
○
臼
‘
（
ポ
）

ロ
四
匡
旦
①
Ｑ
〕
ず
【
画
令
ホ
）

８
畠
］
旨
言
〕
（
ポ
）

○
巴
目
戸
届
習
ｄ
員
国
ご
○
屋
め

戸
昌
言
ｇ
ヨ
○
（
ポ
）

”
①
囚
毎
画
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四
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当
て
ら
れ
て
い
る
「
阿
藺
陀
加
須
波
留
秘
方
」
の
冒
頭
に
「
上
意
依
而
為
書
之
御
取
次
井
上
筑
後
守
殿
」
と
い
う
出
典
に
関
す
る
興
味
深
い

説
明
が
付
せ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
流
の
体
液
病
理
学
や
膏
薬
、
軟
膏
の
こ
と
も
出
て
く
る
の
で
、
こ
の
写
本
の
信
瀝
性
は

（
妬
）

決
し
て
低
く
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
「
カ
ス
パ
ル
伝
薬
方
」
の
「
阿
藺
陀
油
取
様
並
功
能
メ
ス
テ
ル
カ
ス
ハ
ル
伝
」
、
「
紅
毛
膏
液
」

（
Ｗ
）

の
「
カ
ス
パ
ル
油
集
」
及
び
「
阿
藺
陀
加
須
波
留
伝
膏
藥
方
」
の
「
諸
薬
艸
功
能
油
配
剤
藥
酒
」
と
い
う
記
述
も
注
目
を
ひ
く
。
そ
れ
ぞ

れ
の
薬
油
に
つ
い
て
の
説
明
は
以
下
の
例
が
示
す
よ
う
に
比
較
的
簡
単
な
も
の
で
あ
る
。

（
粥
）

「
ヲ
フ
リ
ロ
ョ
ヵ
モ
メ
リ
野
菊
ノ
油
ナ
リ
性
微
温
主
治
疵
ノ
痛
ヲ
止
筋
骨
ノ
痛
ヲ
止
」

上
記
の
写
本
に
は
次
の
薬
油
に
つ
い
て
の
同
様
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。
（
図
一
四
）

（
原
文
の
名
称
、
当
時
の
漢
字
訳
）

ヲ
、
リ
ョ
ァ
ル
テ
イ
ヤ
（
小
葵
ノ
花
ノ
油
）

ヲ
、
リ
ョ
シ
ン
ク
テ
イ
ャ
（
女
郎
花
ノ
油
）

ヲ
、
リ
ョ
フ
レ
イ
ル
（
ニ
ワ
ト
コ
ノ
花
油
）

ヲ
、
リ
ョ
ァ
ニ
イ
シ
（
大
面
香
）

ヲ
、
リ
ョ
ア
ネ
イ
テ
（
伊
乃
牟
奴
ノ
油
）

ヲ
、
リ
ョ
テ
レ
メ
ン
テ
イ
ナ

ヲ
、
リ
ョ
ヲ
ァ
ロ
ン
（
鶏
卵
ノ
油
）

ヲ
、
リ
ョ
セ
ン
シ
イ
フ
ラ
（
生
姜
ノ
油
）

ヲ
、
リ
ョ
キ
ョ
ョ
メ
ス
（
瓜
実
ノ
油
）

ヲ
、
リ
ョ
コ
ル
テ
シ
ビ
シ
イ
テ
レ
（
佛
手
ノ
皮
ノ
油
）

ヲ
、
リ
ョ
イ
リ
ャ
ス
（
白
茨
ノ
油
）

ヲ
、
リ
ョ
リ
イ
（
麻
仁
油
）

図
一
四

扁
吊
ョ
曾
昌
旨
国
（
ポ
）

●

（
ラ
テ
ン
語
名
）
（
語
源
）

○
汚
昌
ゴ
ン
岸
宜
四
①
四
①

○
行
巨
白
へＪ

○
房
ロ
ヨ
〕

○
房
巨
冒
シ
ョ
国

○
庁
昌
ご
少
口
禺
三

○
房
Ｅ
ご
目
角
①
巨
昌
三
］
国
①

○
房
旨
ご
○
ぐ
幽
門
匡
日

○
汚
巨
冒
凶
口
ぬ
ぎ
の
国
の

○
庁
昌
ご
○
匡
吋
の
口
蔑
昌
の

○
庁
匡
日
○
○
耳
①
Ｑ
へ

○
行
Ｅ
ご
旨
①
○
の

○
帝
屋
冒
匡
己
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ヲ
、
リ
ョ
ミ
ニ
ョ
ウ
カ
ス
（
蛆
矧
ノ
油
）

ヲ
、
リ
ョ
ラ
ホ
ウ
ゾ
（
狐
ノ
油
）

ヲ
、
リ
ョ
タ
ア
ヲ
ヌ
（
狸
ノ
油
）

ヲ
、
リ
ョ
ハ
ア
ト
（
鹿
ノ
油
）

ヲ
、
ヲ
フ
リ
ョ
ア
ン
テ
ン
（
ア
ヒ
ル
ノ
油
）

ヲ
、
リ
ョ
カ
フ
ン
（
野
牛
ノ
油
）

ヲ
、
リ
ョ
カ
ア
ン
（
豹
ノ
油
）

ヲ
、
リ
ョ
ヒ
テ
リ
ョ
ウ
ル
（
謄
彗
ノ
油
）

ヲ
、
リ
ョ
ソ
ル
フ
ラ
（
硫
黄
ノ
油
）

ヲ
、
リ
ョ
セ
イ
ラ
（
蝋
ノ
油
）

ヲ
、
リ
ョ
ス
カ
ン
フ
ル
（
龍
脳
ノ
油
）

ヲ
、
リ
ョ
カ
ン
フ
ラ
（
樟
脳
ノ
油
）

ヲ
、
リ
ョ
ナ
ア
カ
ラ
（
丁
子
ノ
油
）

ヲ
、
リ
ョ
シ
ュ
ニ
ヘ
ル
（
ソ
ナ
レ
松
ノ
実
ノ
油
）

弓
／ ヲ

、
リ
ヨ
ロ
サ
ア
ト
（
イ
バ
ラ
ノ
花
）

ヲ
、
リ
ョ
カ
モ
メ
ル
（
野
菊
ノ
油
）

ヲ
、
リ
ョ
イ
ヘ
リ
コ
ン
（
ヲ
ト
キ
リ
草
ノ
油
）

ヲ
、
リ
ョ
ソ
ク
シ
イ
ネ
（
號
珀
ノ
油
）

ヲ
、
リ
ョ
ヒ
ョ
ウ
ウ
ラ
ス
（
駒
引
草
ノ
油
）

ヲ
、
リ
ョ
リ
イ
ネ
シ
リ
ョ
ウ
ル
ン
（
白
ユ
リ
ノ
花
ノ
油
）

ヲ
、
リ
ョ
ラ
ハ
ッ
ロ
ン
（
菜
種
ノ
花
ノ
油
）

リ
ョ
タ
ア
ト
（
土
ノ
油
）

ｇ
①
○
口
〕
茸
〕
写
（
）
○
四
印
令
ホ
）

ぐ
３
（
オ
）

、
二
〆

・
画
の
（
奇
到
）

弓
四
耳
（
オ
）

用
且
（
オ
）

穴
里
｛
（
オ
）

の
巴
〆
）
令
ホ
）

急
ご
旨
巳
（
オ
）

印
こ
【
巨
吋
包
令
ホ
）

言
ｇ
閉
（
ポ
）

●
凶

胃
田
ｍ
里
（
オ
）

穴
閏
罠
四
．
（
オ
）

○
市
日
ご
困
○
⑳
胃
Ｐ
”
○
の
四
の
①
巨
日

○
行
匡
日
○
ず
閏
三
○
冒
皀
四
①

○
行
昌
己
国
旦
肩
口
口

７

○
行
匡
目
Ｕ
宮
、
ｇ
冒

○
庁
昌
ご
く
旨
匿
の

○
万
匡
ヨ
目
一
ｓ
昌
一
目
宙
与
○
民
ロ
ヨ
］

、
ｊ
穿
ら

●
ｑ
Ｊ

○
行
巨
口
〕
ぴ
』
ロ
四
℃
貝

○
汚
匡
Ｒ
ｐ
Ｆ
巨
ヨ
ゥ
ョ
ｎ
ｏ
崗
昌
ご

○
庁
匡
目
ぐ
匡
言
言
巨
目

Ｐ
Ｑ
①
房
弓
煙
霞

シ
・
の
ロ
の
○
四
ｓ

シ
ユ
①
冨
醇
ご
呉
扇

○
行
匡
日
目
凶
匡
ユ
や

シ
ユ
①
扇
○
四
己
の

○
行
昌
国
ぐ
詳
凰
巳
一

○
房
口
目
の
匡
言
面
匡
凰
の

○
房
戸
胃
目
。
①
禺
幽
の

○
万
匡
日
○
四
日
ロ
ゴ
○
吋
煙
①

ｊ

Ｏ
庁
巨
ヨ
ｒ
四
目
ロ
ゴ
○
吋
四
の

○
行
巨
目
○
四
国
○
℃
ゴ
ー
旨
閂
ご
日

ｒ
ｑ
■

○
帝
ロ
日
」
昌
〕
巳
の
ロ

○
房
昌
己
弓
四
国
の
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そ
れ
が
一
六
五
○
年
に
猪
股
伝
兵
衛
が
ま
と
め
た
報
告
の
一
部
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
ま
だ
決
定
的
な
証
拠
が
見
つ
か
っ
て
い
な
い
が
、

シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
が
油
に
つ
い
て
述
べ
て
い
た
こ
と
は
、
「
阿
藺
陀
外
科
医
方
秘
伝
」
な
ど
の
新
し
い
材
料
を
数
多
く
必
要
と
す
る
処
方
か
ら

も
う
か
が
え
る
。
そ
の
性
質
、
特
徴
を
定
め
、
可
能
な
限
り
国
内
で
同
じ
も
の
或
い
は
そ
れ
と
似
た
も
の
を
見
つ
け
、
製
造
す
る
こ
と
が
、

紅
毛
人
の
外
科
の
受
容
に
お
け
る
一
つ
の
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
が
日
本
か
ら
離
れ
た

（
的
）

直
後
、
井
上
筑
後
守
が
蒸
留
装
置
を
注
文
し
た
こ
と
も
偶
然
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

薬
油
の
取
様
お
よ
び
効
能
の
記
述
が
含
ま
れ
て
い
る
写
本
は
少
な
く
な
い
。
河
口
良
庵
の
「
外
科
要
決
全
書
」
及
び
「
阿
蘭
陀
外
療
集
」

ヲ
、
リ
ョ
メ
ル
ラ
ロ
ウ
ル
ン
（
栢
ノ
実
ノ
油
）

ヲ
、
リ
ョ
ヲ
リ
ハ
ア
ヌ
ン
（
乳
香
ノ
油
）

ヲ
、
リ
ョ
ム
ス
カ
子
卜
（
肉
豈
蒄
ノ
油
）

ヲ
ヲ
リ
ョ
メ
ン
テ
（
薄
荷
ノ
油
）

ヲ
、
リ
ョ
ラ
ン
シ
シ
ヤ
ア
ロ
ム
（
蜜
村
ノ
皮
ノ
油
）

ヲ
、
リ
ョ
テ
イ
シ
ュ
ン
へ
イ
ン
（
娯
舩
ノ
油
）

ヲ
、
リ
ョ
ロ
ラ
ト
（
金
ノ
油
）

ヲ
、
リ
ョ
カ
子
イ
ラ
（
肉
桂
ノ
油
）

ヲ
、
リ
ョ
カ
ン
キ
リ
（
蟹
ノ
油
）

ヲヲ
、、

リリ
ヨヨ

カロ

ルウ

ハリ

ヌイ

ン子

ヲ
、
リ
ョ
コ
ラ
レ
イ
フ
リ
（
珊
瑚
珠
ノ
油
）

ヲ
、
リ
ョ
メ
リ
ロ
フ
ト
（
餅
蓬
花
油
）

ヲ
、
リ
ョ
フ
レ
イ
サ
ン
フ
イ
ン
（
山
燈
心
草
ノ
実
ノ
油
）

へへ

杉ツ
脂、
ノノ

油実
､－／ノ

油

、
一
〆

（
）
【
ｍ
ご
］
①
Ｉ
の
○
一
昌
二
①
弓
（
哉
到
）

、
』
〆

旦
一
昌
国
①
ロ
Ｑ
す
①
①
己
（
升
ｑ

“
、
二
〆

○
胃
，
四
口
○
（
冬
４
｝

凸
、
・
〆

○
四
口
①
両
（
オ
）

ロ
〕
ロ
⑩
○
四
口
（
）
令
ホ
）

○
行
亘
同
］
○
○
局
巴
匡
閂
匡
ウ
国

○
庁
匡
日
三
目
①
巨
○
８

ヘ
ー
少
凸
●

○
房
匡
日
α
四
日
口
匡
Ｑ

○
行
巨
ヨ
㈲
四
口
目
己
匡
冒

○
帝
匡
日
⑦
巴
ご
ｍ
ご
匡
目

○
斤
匡
日
三
角
く
風
三
○
コ
］
ヨ

危

○
行
匡
冒
○
］
ざ
曽
戸
員
。

○
庁
巨
ヨ
ｚ
戸
冨
尉
三
○
門
固
“
国
①

○
房
匡
冒
三
角
の
ご
Ｓ
ｍ
①

○
行
昌
国
○
○
詳
言
＄
シ
巨
国
具
］
自
匡
ョ

○
行
巨
日
。
①
昌
旨
①
ｇ

Ｐ

Ｏ
万
屋
日
シ
巨
国

○
行
自
白
⑦
旨
自
画
日
日
三

○
房
匡
冒
○
四
口
の
国
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南
蛮
流
外
科
の
特
徴
を
論
じ
た
富
士
川
瀞
は
帰
化
人
沢
野
忠
庵
の
著
書
と
さ
れ
た
「
南
蛮
流
外
科
秘
伝
書
」
か
ら
上
記
の
体
液
病
理
学
の

概
略
を
紹
介
し
、
「
阿
藺
陀
外
科
指
南
」
に
載
っ
て
い
る
「
外
科
総
論
」
も
こ
れ
と
同
文
で
あ
る
と
書
い
て
い
る
が
、
こ
の
「
南
蛮
流
外
科
秘

伝
書
」
の
所
在
は
謎
に
包
ま
れ
て
い
る
。
現
在
、
「
忠
庵
文
書
」
と
し
て
残
っ
て
い
る
の
は
京
都
大
学
富
士
川
文
庫
蔵
写
本
の
「
南
蛮
流
外
科

言
」
の
み
で
あ
る
が
、
『
日
本
医
史
学
」
に
載
っ
て
い
る
よ
う
な
記
述
は
こ
こ
で
は
見
ら
れ
な
い
の
で
、
富
士
川
が
こ
の
文
書
と
そ
の
他
の
も

の
と
を
見
間
違
え
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
以
前
に
、
南
蛮
流
文
書
に
も
阿
藺
陀
流
文
書
に
も
同
一
の
記
述
が
な
さ
れ
て

い
る
と
い
う
富
士
川
説
に
触
発
さ
れ
て
、
そ
の
真
偽
を
追
究
し
た
海
老
沢
有
道
も
「
南
蛮
流
外
科
書
」
し
か
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
「
南
蛮
流
外
科
害
」
は
、
「
阿
藺
陀
外
科
指
南
」
と
多
く
の
点
に
お
い
て
異
な
る
忠
庵
流
の
漢
方
化
、
改
編
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う

彼
の
結
論
に
は
、
筆
者
も
基
本
的
に
賛
成
で
あ
る
。

確
か
に
、
「
南
蛮
流
外
科
言
」
の
巻
末
に
あ
る
「
右
者
南
蛮
忠
庵
秘
密
之
金
瘡
之
仕
掛
並
二
薬
方
可
秘
皇
云
湧
」
と
い
う
記
述
は
沢
野
忠
庵

が
そ
の
著
者
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
書
に
見
ら
れ
る
腫
物
に
つ
い
て
の
記
述
は
カ
ス
パ
ル
流
文
書
の
そ
れ
に
酷
似

し
て
い
る
し
、
金
瘡
の
部
に
も
同
様
の
点
が
目
に
付
く
。
ま
た
、
「
Ｒ
昌
朋
四
」
の
漢
字
名
「
唐
土
」
は
「
南
蛮
流
外
科
書
」
に
は
あ
る
が
、

数
カ
所
に
お
い
て
「
阿
藺
陀
赤
土
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
注
目
に
値
す
る
。
さ
ら
に
、
金
瘡
を
取
り
扱
う
「
南
蛮
流
外
科
害
」
の
下
巻
を

見
る
と
、
薬
方
の
面
に
お
い
て
は
異
な
る
と
こ
ろ
が
よ
く
あ
る
が
、
本
文
の
か
な
り
の
部
分
は
「
ス
テ
ィ
ヒ
ン
伝
来
］
と
さ
れ
て
い
る
「
外

の
薬
油
に
つ
い
て
の
説
明
は
残
念
な
が
ら
、
上
記
の
も
の
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
他
の
文
書
と
比
べ
て
み
て
も
は
っ
き
り
と
し
た
全
体
像
は

ま
だ
浮
か
ん
で
こ
な
い
。
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
の
滞
日
後
約
二
十
年
し
て
、
二
人
の
薬
剤
師
ゴ
デ
フ
リ
ー
ド
・
ハ
ー
ク
ａ
８
の
ヨ
＆
国
四
①
。
ご

（
Ⅷ
）

と
フ
ラ
ン
ス
・
ブ
ラ
ウ
ン
自
国
］
勗
呼
自
国
）
が
出
島
に
お
い
て
油
の
蒸
留
に
つ
い
て
体
系
的
な
授
業
を
行
い
、
そ
れ
に
関
す
る
知
識
の
水
準

が
飛
躍
的
に
向
上
し
た
た
め
、
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
の
初
歩
的
な
説
明
は
写
さ
れ
な
く
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
五
）
「
南
蛮
流
外
科
書
」
及
び
『
阿
藺
陀
外
科
指
南
』
の
位
置
に
つ
い
て
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ま
た
、
ひ
っ
き
り
な
し
に
東
イ
ン
ド
会
社
か
ら
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
解
剖
学
な
ど
の
医
書
を
注
文
し
て
い
た
大
目
付
井
上
が
沢
野
の
所
蔵
し

（
川
）

た
言
籍
及
び
そ
の
他
の
文
書
を
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
は
ず
が
な
い
。
沢
野
自
身
が
再
三
に
亙
っ
て
出
島
商
館
に
伺
っ
て
薬
品
や
治
療
に
つ

い
て
の
情
報
を
求
め
て
い
た
こ
と
も
考
え
る
と
、
彼
の
果
た
し
た
役
割
及
び
彼
に
遡
る
と
さ
れ
る
文
書
を
再
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

薬
学
の
立
場
か
ら
「
南
蛮
医
学
か
ら
蘭
方
医
学
へ
」
の
転
換
を
追
究
し
た
宗
田
一
も
、
ま
た
「
阿
蘭
陀
外
科
全
書
」
を
中
心
に
し
て
「
南

蛮
、
紅
毛
流
外
科
の
境
界
」
を
検
討
し
た
阿
知
波
五
郎
も
上
記
の
海
老
沢
説
に
異
論
を
唱
え
、
『
阿
蘭
陀
外
科
指
南
」
に
は
南
蛮
・
紅
毛
両
系

（
Ⅲ
）

が
混
在
し
て
い
る
と
い
う
結
論
を
出
し
て
い
る
。
本
論
文
の
様
々
な
カ
ス
パ
ル
流
文
書
と
の
比
較
に
よ
っ
て
さ
ら
に
明
ら
か
に
な
っ
た
よ

た
の
で
あ
る
。

（
Ⅲ
）

科
秘
伝
言
」
と
一
致
し
て
い
る
。
以
上
の
点
を
総
合
す
る
と
、
こ
の
害
は
、
後
世
の
混
合
物
だ
と
改
め
て
強
調
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。

こ
う
い
っ
た
暖
昧
な
背
景
に
も
拘
わ
ら
ず
、
海
老
沢
は
元
禄
六
年
刊
行
の
「
阿
藺
陀
外
科
指
南
』
を
調
べ
、
と
り
わ
け
第
一
巻
の
「
外
科

総
論
」
か
ら
一
連
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
に
由
来
す
る
単
語
を
証
拠
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
版
本
も
沢
野
忠
庵
に
遡
る
も
の
で
あ
る

と
い
う
説
を
立
て
た
。
海
老
沢
の
こ
の
説
に
よ
れ
ば
、
沢
野
の
み
が
当
時
こ
の
よ
う
に
体
系
的
な
文
章
を
著
す
力
を
有
し
て
お
り
、
表
題
に

（
脱
）

見
ら
れ
る
「
阿
蘭
陀
」
も
、
実
は
キ
リ
シ
タ
ン
追
放
以
後
「
南
蛮
」
の
一
種
の
偽
装
で
あ
っ
た
、
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
説
が
立
て
ら
れ
た
時
、
一
七
世
紀
半
ば
頃
に
お
け
る
蘭
館
医
に
よ
る
「
授
業
」
の
詳
細
は
ま
だ
余
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
紅
毛
流
文
書
の
殆
ど
は
、
最
初
か
ら
か
な
り
整
理
さ
れ
て
お
り
、
江
戸
及
び
出
島
で
教
師
を
務
め
て
い
た
外
科
医
が
ョ
－
ロ

ッ
パ
で
受
け
た
教
育
を
よ
く
反
映
し
て
い
る
。
彼
ら
は
、
時
間
さ
え
あ
れ
ば
、
書
物
を
元
に
体
系
的
な
指
導
を
行
お
う
と
し
て
い
た
に
違
い

な
い
。
ま
た
、
当
時
の
日
藺
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
る
と
、
今
日
の
日
本
語
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
な
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
か
ら
来
て

い
る
用
語
の
存
在
だ
け
で
は
、
『
阿
蘭
陀
外
科
指
南
」
及
び
「
南
蛮
流
外
科
書
」
な
ど
の
医
学
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
流
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
主

張
の
根
拠
と
し
て
極
め
て
不
十
分
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
一
七
世
紀
後
半
に
な
っ
て
も
ま
だ
通
詞
は
オ
ラ
ン
ダ
語
よ
り
も
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
の
方
に
精
通
し
て
お
り
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
は
も
ち
ろ
ん
そ
う
で
あ
っ
た
し
、
外
科
医
の
一
部
も
東
ア
ジ
ア
の
こ
の
共
通
語
が
話
せ
て
い
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う
に
、
『
阿
蘭
陀
外
科
指
南
』
の
大
半
は
オ
ラ
ン
ダ
商
館
か
ら
伝
わ
っ
て
き
た
資
料
に
基
づ
い
て
い
る
。
第
一
巻
の
中
核
は
カ
ス
パ
ル
流
で
あ

り
、
第
二
巻
の
膏
薬
方
の
多
く
に
は
「
カ
ス
パ
ル
伝
」
、
「
ア
ン
ス
ョ
レ
ア
ン
伝
」
、
「
コ
ル
ネ
リ
ス
伝
」
と
名
付
け
ら
れ
て
お
り
、
藺
館
医
８
９
胃

牌
冨
門
弓
①
侭
閏
（
滞
日
期
間
一
六
四
九
年
～
一
六
五
一
年
）
、
四
四
口
の
］
昌
国
ｇ
函
閏
〕
禺
○
（
滞
日
期
間
一
六
五
五
年
～
一
六
五
七
年
）
及
び
○
○
日
①
房
国
．

陣
の
く
自
関
．
（
滞
日
期
間
一
六
四
二
年
～
一
六
四
五
年
）
や
○
○
目
①
房
国
．
号
胃
向
蔚
禺
（
滞
日
期
間
一
六
六
五
年
～
一
六
六
六
年
？
）
が
そ
の
処
方
の

（
川
）

教
師
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
第
三
巻
の
金
瘡
部
は
カ
ス
パ
ル
文
書
の
金
瘡
部
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
第
四
巻
の
「
薬
草
口
訣
」
に
つ

い
て
は
ま
だ
結
論
が
出
せ
な
い
が
、
第
五
巻
の
「
腫
物
之
名
並
諸
病
異
解
」
、
及
び
「
諸
薬
並
言
語
単
語
集
異
解
」
は
河
口
良
庵
が
寛
文
一
○

（
Ⅷ
）

年
（
一
六
六
一
年
）
に
ま
と
め
た
「
阿
藺
陀
語
」
に
基
づ
い
て
改
編
さ
れ
た
単
語
集
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
勿
論
、
南
蛮

流
の
記
述
が
残
存
す
る
可
能
性
は
あ
る
が
、
『
阿
藺
陀
外
科
指
南
」
は
書
名
が
示
す
通
り
、
紅
毛
系
の
資
料
に
基
づ
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

西
洋
外
科
学
の
全
分
野
に
わ
た
っ
て
そ
れ
ら
が
等
し
く
日
本
の
カ
ス
パ
ル
流
外
科
学
に
受
け
継
が
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
ま
で
に
わ

か
っ
て
い
る
分
野
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

一
体
液
病
理
学
の
一
部

（
六
）
結
び

一
腫
物
診
断
法
の
基
礎

一
一
連
の
腫
物
の
特
徴
及
び
治
療
法

外
傷
の
分
類
及
び
基
本
的
な
手
当

一
連
の
薬
品
、
薬
草
の
性
質
に
つ
い
て
の
短
い
記
述

一
連
の
腫
物
の
特
徴
及

冒
薬
と
軟
膏
の
一
七
方
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い
わ
ゆ
る
「
カ
ス
パ
ル
十
七
方
」
が
最
も
普
及
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
点
に
関
す
る
当
時
の
医
師
達
の
関
心
の
高
さ
が
窺
え
る
。
そ

の
大
半
が
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
薬
局
方
の
形
を
と
っ
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
の
薬
局
方
に
は
、
は
る
か
に
多
く
の
膏
薬
と
軟
膏
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
ど
の
よ
う
に
し
て
こ
の
一
七
の
処
方
が
選
ば
れ
た
の
か
不
明
で
あ
る
。

外
科
学
の
記
述
は
外
傷
の
分
類
、
治
療
、
縫
方
、
止
血
な
ど
に
分
か
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
西
洋
か
ら
の
影
響
が
は
っ
き
り
と
現
れ
て
い

る
。
腫
物
の
場
合
と
同
様
に
こ
の
よ
う
な
手
当
に
つ
い
て
説
明
す
る
中
で
、
様
々
な
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
理
解
上
の
問
題
を

い
く
ら
か
緩
和
で
き
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
折
に
触
れ
て
解
剖
学
的
な
記
述
も
見
ら
れ
る
が
、
静
脈
、
動
脈
、
神
経
に
つ
い
て
の
説
明
が

示
す
よ
う
に
、
そ
れ
は
体
系
的
な
学
習
に
よ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
外
科
術
を
紹
介
す
る
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
は
解
剖
学
の
重
要
性
を
再
三

に
亙
っ
て
強
調
し
た
は
ず
で
あ
る
。
解
剖
学
に
対
す
る
過
小
評
価
は
、
ョ
－
ロ
ッ
パ
の
理
髪
外
科
教
育
に
お
け
る
そ
の
役
割
の
大
き
さ
と
比

べ
る
と
、
は
っ
き
り
と
し
た
対
照
を
示
し
て
い
る
。

シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
は
い
わ
ゆ
る
「
低
い
外
科
学
」
、
ま
た
は
「
小
外
科
学
」
（
ｇ
冒
過
８
目
。
○
『
）
と
い
わ
れ
る
も
の
し
か
教
え
ら
れ
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
狭
い
分
野
に
つ
い
て
も
、
そ
の
す
べ
て
が
受
け
継
が
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ラ
ン
セ
ッ
ト
と
針
以
外
の
器
具
は
見
当

た
ら
ず
、
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
が
当
時
ま
だ
崇
拝
し
て
い
た
焼
灼
の
説
明
も
な
け
れ
ば
、
膀
胱
結
石
手
術
や
切
断
の
こ
と
も
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
日

者
の
戸
惑
い
が
窺
わ
れ
る
。

体
液
病
理
学
の
記
述
は
簡
単
な
概
略
の
み
に
限
ら
れ
て
い
る
。
抽
象
的
な
内
容
を
伝
え
る
際
、
言
語
上
及
び
概
念
上
の
問
題
が
山
積
し
て

い
た
が
、
腫
物
と
外
傷
の
実
際
の
治
療
自
体
に
は
、
理
論
的
背
景
を
深
く
理
解
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
簡
単
な
が
ら
も
一
連

の
西
洋
の
概
念
を
よ
く
反
映
し
た
記
述
に
な
っ
て
い
る
が
、
当
時
の
読
者
は
そ
れ
ら
か
ら
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
得
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。

腫
物
の
診
断
法
に
関
し
て
は
、
理
論
を
抜
き
に
し
て
は
考
え
ら
れ
ず
、
か
な
り
の
困
難
を
伴
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
全
体
的
に
み
て
西
洋
の

病
理
学
を
思
わ
せ
る
部
分
が
多
い
が
、
整
然
と
整
理
さ
れ
て
い
た
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
式
の
分
類
は
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
、
概
念
の
異
質
性
を
示

し
て
い
る
片
仮
名
表
記
の
用
語
お
よ
び
「
熱
寒
風
疾
見
様
」
な
ど
は
、
東
洋
医
学
か
ら
「
転
用
」
さ
れ
た
訳
語
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
に
は
訳
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本
語
で
の
記
述
が
な
さ
れ
て
い
て
も
、
そ
れ
が
実
際
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
金
瘡
部
で
紹

介
さ
れ
て
い
る
（
大
量
の
）
潟
血
法
は
日
本
で
は
終
始
拒
否
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
紅
毛
流
治
療
の
実
情
を
判
断
す
る
際
に
は
西
洋
の
外
科
術
を

紹
介
す
る
文
書
だ
け
で
は
な
く
、
一
七
世
紀
の
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
へ
の
注
文
書
、
薬
品
の
送
り
状
及
び
日
本
の
症
例
を
示
す
文
書
な

ど
も
手
掛
か
り
と
し
て
参
照
す
べ
き
で
あ
る
。

注
と
文
献

（
１
）
ヴ
オ
ル
ル
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
「
日
本
に
お
け
る
カ
ス
パ
ル
・
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
の
活
動
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
第
四
一
巻
第
一
号
、
三
～
二

八
頁
、
一
九
九
五
年
三
月
（
平
成
七
年
）
。

（
２
）
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
の
弔
辞
に
よ
る
。
牌
○
房
の
侭
ｌ
牌
（
）
守
①
侭
の
目
①
扁
旨
胃
国
冒
巴
侭
厨
四
日
日
冒
侭
（
君
○
一
討
己
頁
昌
①
一
巨
窟
ｇ
Ｆ
ｇ
の
ロ
、
置
具
（
履

（
３
）

（
４
）

（
８
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

の
庁
國
・
庁
四
Ｈ
ｇ
弓
ぐ
Ｆ
四
℃
凰
四

］
○
す
曽
旨
．
盲
負
号
ぐ
○
ぬ
里

伊
①
毎
国
億
］
旬
』
吟
○
詳
○
詞
二

の
①
、
の
ご
ｎ
丘
蔚
Ｆ
①
冒
圃
侭
ゆ

く
○
ぬ
里
（
弓
匡
）
》
ロ
認
餌
．

歴
…

ロ

ー

‐

○
写
旨
ご
周
唱
．
国
民
○
①
Ｈ
］
巴
Ｊ

千
葉
大
学
付
属
図
書
館
。

の
《
○
二
〕
の
Ｈ
ｍ
ｌ
の
芹
○
号
の
Ｈ
ｍ
の
○
ず
①
Ｐ
①
旨
丘
①
ロ
己
吋
の
Ｑ
］
ぬ
厨
四
国
］
員
〕
一
宮
ロ
”
（
皇
曼
．
○
一
計
ロ
ゥ
壁
庁
扁
一
）
』
⑨
望
）
い
》
胃
あ
す
①
ロ
の
匿
巨
吊
雪
ロ
ョ
つ
．

血
液
の
循
環
の
説
明
は
極
め
て
単
純
で
あ
り
、
ハ
ー
ヴ
ェ
ー
の
研
究
の
影
響
は
全
く
み
ら
れ
な
い
。
ロ
）
ｇ
①
房
圃
西
四
．
房
釦
両
〆
四
日
９
号
Ｈ

Ｑ
］
胃
宮
同
巴
．
団
員
）
囚
］
曽
勗
螺
シ
ョ
牌
①
ａ
四
日
晟
急
．

四
ゞ
弓
冨
Ｆ
悶
胃
ぐ
鴎
烏
（
）
一
・
ｇ
ｌ
ｇ
（
ラ
イ
プ
チ
ヒ
市
文
書
館
、
外
科
医
組
合
規
定
、

の
一
》
Ｆ
の
旨
凰
四
ｍ
の
一
品
の
⑦
の
⑩
。
ご
ｏ
宮
の
ｌ
嗣
匡
の
ゴ
（
）
〔
苛
門
津
昌
］
巴
①
の
［
：
。
］
豆
の
⑱

詞
一
己
四
●
ず
ロ
話
尻
讐
昌
）
肺
自
己
Ｐ
の
旨
い
侭
旨
〕
の
３
－
苛
弓
【
崗
尉
、
の
晟
曽
ｌ
岳
穐

）
》
国
Ｑ
四
つ
『
圏
．
》
ロ
旨
四
国
ｌ
』
函
Ｐ
Ｆ
①
甘
い
凋
昌
②
四
弐

一
六
二
七
年
二
月
二
七
日
）
。

一
国
〔
一
四
の
」
「
」
↑
］
画
面
尻
口
．
、
単
ｍ
ｌ
ｍ
ｑ
式

の
ｇ
〕
凰
津
四
〕
Ｑ
＄
く
囚
の
旨
の
商
茸
巳
①
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（
喝
）

（
Ｍ
）

（
鴫
）

（
岨
）

（
９
）

（
皿
）

（
Ⅲ
）

ｚ
甸
］
易
》
ロ
ロ
麗
・
式
晟
訊
》
囲
司
．
岳
引
）
獣
．
刃
屋
訊
．

富
士
川
瀞
「
猪
股
家
系
」
『
中
外
医
事
新
報
』
第
二
二
一
号
、
九
頁
、
一
九
三
四
年
（
昭
和
九
年
）
。

「
伝
兵
衛
役
儀
指
上
子
伝
四
郎
向
井
元
升
門
人
」
。

川
島
恂
二
『
土
井
藩
歴
代
蘭
医
河
口
家
と
河
口
信
任
」
。
河
口
良
庵
な
ど
の
貴
重
な
文
書
を
見
せ
て
頂
い
た
河
口
広
一
氏
の
ご
好
意
に
心
か
ら

川
島
恂
二
「
土
井
藩
歴
代
蘭
医
河
口
家
と
河
口
信
任
」
七
七
～
八
四
頁
。

ｚ
甸
］
＄
》
ｐ
ｐ
ｍ
・
回
・
勗
認
》
ロ
ロ
目
・
卸
勗
認
》
届
う
ぷ
認
》
勗
与
畠
認
》
己
．
「
．
畠
認
》
ｇ
，
「
．
勗
認

ｚ
司
〕
巴
》
ロ
圏
（
冒
輿
目
ｇ
話
一
．
匡
．
屋
ら
）
．

ｚ
国
畠
莫
呼
○
口
民
宮
門
’
里
よ
り
國
帯
ぐ
呂
宛
の
書
簡
、
ｚ
囚
隠
⑳
鳥
屋
．
曽
田
三
。

頁
、
一
九
八
八
年
（
昭
和
六
三
年
）

宗
田
一
「
日
本
の
売
薬
（
一
七
）
ｌ
オ
ラ
ン
ダ
膏
薬
・
カ
ス
。
ハ
ル
十
七
方
」
戻
薬
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
第
一
四
巻
第
五
号
、
二
三
～
二
九
頁
、

一
九
七
八
年
（
昭
和
五
三
年
）
。
宗
田
一
「
カ
ス
パ
ル
の
江
戸
で
の
伝
習
に
つ
い
て
ｌ
阿
蘭
陀
外
科
医
方
秘
伝
の
紹
介
」
冒
本
医
史
学
雑
誌
」

二
六
巻
第
三
号
、
九
七
～
九
八
頁
参
照
。
「
阿
藺
陀
外
科
医
方
秘
伝
」
（
東
京
、
故
佐
藤
文
比
古
蔵
書
）
。
宗
田
一
氏
の
ご
好
意
に
よ
り
こ
の
文
書

の
コ
ピ
ー
を
譲
っ
て
頂
い
た
。
そ
の
上
さ
ら
に
当
を
得
た
ご
教
示
を
賜
っ
た
こ
と
に
併
せ
て
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

宗
田
一
「
日
本
医
療
文
化
史
」
一
二
七
頁
、
思
文
閣
出
版
、
京
都
、
一
九
八
九
年
（
平
成
元
年
）
。

川
島
恂
二
「
土
井
藩
歴
代
蘭
医
河
口
家
と
河
口
信
任
」
七
三
～
七
四
頁
、
近
代
文
芸
社
、
東
京
、
一
九
八
九
年
（
平
成
元
年
）
。

岩
治
勇
一
「
和
蘭
陀
外
科
免
状
（
題
篭
）
ｌ
ア
ル
マ
ン
ス
流
阿
蘭
陀
外
科
之
濫
膓
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
」
第
三
四
巻
第
二
号
、
三
一
～
三
四

古
賀
十
二
郎
「
西
洋
医
学
伝
来
史
』
六
○
頁
、
形
成
社
、
東
京
、
一
九
七
二
年
（
昭
和
四
七
年
）
。

片
桐
一
男
「
阿
蘭
陀
通
詞
の
研
究
」
二
○
九
頁
、
吉
川
弘
文
館
、
東
京
、
一
九
八
五
年
（
昭
和
六
○
年
）
。

ｚ
国
ｇ
ｂ
ｐ
ｇ
・
巨
・
扇
急
．
オ
ラ
ン
ダ
の
国
立
中
央
文
書
館
（
蛋
帰
目
①
の
二
四
房
の
閏
。
冨
凰
〕
の
、
９
画
ご
①
昌
侭
①
Ⅱ
シ
罰
と
の
資
料
に
つ
い
て
の
略

号
。
シ
罰
シ
」
・
言
・
巴
〕
ｚ
＆
の
『
冒
己
の
①
園
ｇ
ｏ
昌
旨
冨
二
Ⅱ
ｚ
国
十
番
号
。
出
島
商
館
日
誌
の
資
料
に
は
さ
ら
に
ロ
ロ
を
付
記
す
る
三
国
十

番
号
己
ロ
＋
日
付
）
、
ま
た
は
シ
詞
シ
」
・
三
・
ｓ
、
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
Ⅱ
ぐ
○
○
十
番
号
。
そ
の
他
の
資
料
に
つ
い
て
は
８
の
彊
眉
の
。
巨
目
ョ
①
【

を
付
記
す
る

ｚ
周
一
３
》
ロ
ロ
忠
・
旨
．
扇
紹
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～
六
七
頁
。

（
伽
）
酒
井
シ
ヅ
、

（
弱
）
関
場
不
二
彦
「
西
医
学
東
漸
史
話
」
上
下
、
吐
鳳
堂
書
店
、
東
京
、
一
九
三
三
年
（
昭
和
八
年
）
。
古
賀
十
二
郎
「
西
洋
医
術
伝
来
史
」
六
六

へへへへ

38373635
……ー…

へへ

3433
…ー

へへへへへへ

323130292827
…ーー…

へへ

2625
ｰー

ｚ
句
］
《

ｚ
甸
］
叫

茸
○
○
開
庁
」

【
○
一
．
、
ぐ

岸
本
裕
「
日
本
筈
事
新
報
」
第
八
○
二
号
、
三
三
一
頁
。

川
島
恂
二
「
土
井
藩
歴
代
藺
医
河
口
家
と
河
口
信
任
」
七
三
～
七
四
頁
。

岸
本
裕
「
日
本
筈
事
新
報
」
第
八
○
二
号
、
三
三
一
頁
。

川
島
恂
二
「
土
井
藩
歴
代
蘭
医
河
口
家
と
河
口
信
任
」
七
三
～
七
四
頁
。

川
島
恂
二
『
土
井
藩
歴
代
藺
医
河
口
家
と
河
口
信
任
」
八
九
～
九
一
頁
。

川
島
恂
二
『
土
井
藩
歴
代
蘭
医
河
口
家
と
河
口
信
任
』
八
七
頁
。
川
島
恂
二
「
河
口
良
庵
著
述
「
阿
蘭
陀
外
科
要
訣
全
書
」
か
ら
」
「
古
河
市

医
師
会
報
」
第
二
六
号
、
一
～
五
頁
、
一
九
九
四
年
一
二
月
一
日
（
平
成
六
年
）
。

川
島
恂
二
『
土
井
藩
歴
代
蘭
医
河
口
家
と
河
口
信
任
」
八
八
頁
。

古
河
市
川
島
恂
二
氏
蔵
書
。
川
島
恂
二
「
新
発
見
河
口
良
庵
著
「
阿
蘭
陀
語
」
帖
か
ら
」
「
古
河
市
医
師
会
報
』
第
二
四
号
、
七
～
一
五
頁
、

一
九
九
二
年
一
二
月
一
日
（
平
成
四
年
）
。

「
諸
薬
口
和
」
伊
予
大
洲
城
良
庵
河
口
春
益
編
輯
（
文
化
一
二
年
写
）
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
。

ミ
ヒ
ェ
ル
「
日
本
に
お
け
る
カ
ス
パ
ル
・
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
の
活
動
に
つ
い
て
」
七
～
八
頁
。

川
島
恂
二

岸
本
裕
「

一
三
年
）
。

感
謝
す
る
と
と
も
に
、
ま
た
併
せ
て
、
川
島
恂
二
氏
の
暖
か
い
ご
指
導
に
も
心
か
ら
な
る
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
（

川
島
恂
二
『
土
井
藩
歴
代
蘭
医
河
口
家
と
河
口
信
任
』
七
九
～
八
八
頁
。

岸
本
裕
「
本
朝
和
藺
陀
外
科
所
謂
カ
ス
パ
ル
流
外
科
の
本
」
「
日
本
害
事
新
報
』
第
八
○
二
号
、
三
三
一
～
三
三
二
頁
、

ご
ゞ
ロ
ロ
鰐
艶
晟
雪
参
照
。

」
房
つ
函
（
の
己
の
、
黙
〕
○
四
註
①
四
二

シ
具
胃
）
昌
一
く
智
〕
罰
日
こ
こ
．

小
川
鼎
三
弓
解
体
新
書
」
出
版
以
前
の
西
洋
医
学
の
受
容
」
「
日
本
学
士
院
紀
要
」
第
三
五
巻
第
三
号
、
一
三
二
～
一
三
三
頁
、

営
昂
巴
一
閏
自
侭
①
匡
四
］
己
罠
扇
胸
四
ユ
四
．
印
月
面
四
局
声
画
哩
の
漁
①
回
国
煙
邑
亘
一
旦
四
〕
ぬ
朋
営
再
津
目
己
軋
隅
司
ユ
四
口
の
①
ユ
庁
○
℃
己
閏
‐

野
己
屋
ｇ
肉
言
肖
鴛
ぬ
①
Ｑ
匡
局
①
コ
ユ
①
茜
四
目
①
叶
四
覇
①
ご
幽
智
‐
］
①
島
）
）
庁
園
①
Ｑ
①
耳
四
回
ｚ
ｏ
ぐ
曾
民
号
①
Ｈ
昌
霞
や
ざ
庁
隠
．
巨
里
〕
四
に
』
＄
三
》

一
九
三
八
年
（
昭
和
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ヘ
〔
Ｊ
ｊ
－

戸
口
川
玉
』

（
蝿
）

へ
４
川
詮
）

〆
○
川
孟
』

（
媚
）

（
妬
）

へへへ

434241
……ー

へへへ

515049
ー……

「
紅
毛
外
科
害
」
（
内
題
「
紅
毛
外
科
集
」
）
、
下
巻
、
七
九
頁
（
京
都
大
学
付
属
図
書
館
）
。

「
紅
毛
外
科
害
」
下
巻
、
六
○
頁
（
京
大
）
。

「
阿
蘭
陀
外
科
書
」
（
杏
雨
書
屋
、
大
阪
）
。
「
阿
蘭
陀
外
科
書
」
西
元
甫
、
杉
田
甫
仙
、
水
野
甫
碩
著
（
慶
応
大
学
医
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
富
士

川
文
庫
、
Ｆ
１
オ
ー
一
五
）
。
『
阿
藺
陀
外
科
指
南
」
（
元
禄
九
年
刊
）
。

ミ
ヒ
ェ
ル
「
日
本
に
お
け
る
カ
ス
パ
ル
・
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
の
活
動
」
四
～
六
頁
。

「
カ
ス
パ
ル
伝
方
」
（
京
都
大
学
付
属
図
書
館
、
富
士
川
文
庫
）
。
「
阿
蘭
陀
加
須
波
留
秘
方
」
（
成
田
市
、
成
田
仏
教
図
書
館
）
。
「
阿
蘭
陀
加
須
波
留

秘
密
之
方
」
（
京
都
市
、
宗
田
一
蔵
。
宗
田
氏
に
こ
の
文
書
の
コ
ピ
ー
を
譲
っ
て
頂
い
た
。
こ
こ
に
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
）
。
「
阿
藺
陀
外
科
」
（
京

大
、
富
士
川
文
庫
）
。
「
阿
蘭
陀
外
科
一
流
書
」
（
京
都
市
、
宗
田
一
蔵
）
。
「
阿
蘭
陀
外
科
害
」
（
杏
雨
書
屋
）
。
「
阿
蘭
陀
外
科
書
」
（
九
州
大
学
医
学

部
付
属
図
書
館
）
。
「
阿
蘭
陀
外
科
害
」
（
慶
応
義
塾
大
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
富
士
川
文
庫
）
。
「
阿
蘭
陀
外
科
書
」
（
和
田
医
学
史
料
館
。
京
都
市
の

和
田
知
代
史
氏
に
こ
の
文
書
の
コ
ピ
ー
を
譲
っ
て
頂
い
た
。
こ
こ
に
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
）
。
「
阿
藺
陀
外
療
集
」
（
慶
大
、
富
士
川
文
庫
）
。
「
阿

蘭
陀
外
療
秘
伝
」
（
慶
大
、
富
士
川
文
庫
）
。
「
阿
蘭
陀
十
七
方
」
（
東
京
大
学
総
合
図
書
館
）
。
「
阿
蘭
陀
南
蛮
口
一
切
和
」
（
慶
大
、
富
士
川
文
庫
）
。

「
阿
藺
陀
流
外
科
」
（
京
大
、
富
士
川
文
庫
）
。
「
阿
藺
陀
流
外
科
書
」
（
京
大
、
富
士
川
文
庫
）
。
「
阿
蘭
陀
流
外
科
耆
伝
」
（
慶
大
、
富
士
川
文
庫
）
。

「
阿
蘭
陀
流
外
治
」
（
慶
大
、
富
士
川
文
庫
。
「
阿
藺
陀
流
伝
授
本
」
（
京
都
市
、
宗
田
一
蔵
。
宗
田
氏
に
こ
の
文
言
の
コ
ピ
ー
を
譲
っ
て
頂
い
た
。
こ

こ
に
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
）
。
「
外
科
加
須
波
留
方
」
（
慶
大
、
富
士
川
文
庫
）
。
「
外
科
要
訣
」
（
古
河
市
、
河
口
家
蔵
）
。
「
紅
毛
膏
液
」
（
東
京

大
学
総
合
図
書
館
）
。
「
紅
毛
外
科
」
（
慶
大
、
富
士
川
文
庫
）
。

中
村
宗
興
『
紅
毛
秘
伝
外
科
療
治
集
」
、
貞
亨
元
年
（
一
六
八
四
年
）
、
京
都
山
本
長
兵
衛
刊
行
（
慶
応
義
塾
大
学
医
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）
。

「
阿
蘭
陀
外
科
医
方
秘
伝
」
三
頁
。

士
川
文
庫
）
。

「
阿
蘭
陀
外
科
医
方
秘
伝
」
七
九
頁
。

大
槻
如
電
『
洋
学
編
年
史
」
一
○
二
～
一
○
四
頁
、
錦
正
社
、
東
京
、
一
九
六
五
年
（
昭
和
四
○
年
）
。

「
阿
藺
陀
外
療
集
」
巻
六
、
○
一
頁
、
（
河
口
良
庵
著
、
藤
山
新
作
宛
秘
伝
言
、
延
享
三
年
（
一
七
四
六
年
）
、
慶
応
大
学
医
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
富

○
巴
昼
巨
寓
己
貝
冒
、
寓
匡
寓
己

一
九
七
八
年
（
昭
和
五
三
年
）
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（
駆
）
「
阿
棚
陀
外
科
医
方
秘
伝
」
三
頁
。

（
認
）
シ
冒
す
貝
）
厨
①
勺
胃
。
○
囚
冒
刷
印
向

へへへへへへ

706968676665
………

へへへへへへへへへ

646362616059585756
……ー……ー

（
別
）
⑦
巨
望
号
Ｑ
国
昌
菌
の
“
○
三
昌
侭
旨
冒
四
ｍ
。
“
．
ロ
お
山
昂
》
牌
ｇ
富
国
冒
局
可
四
里
》
胃
』
魁
巨
昌
》
勗
駅
‐
又
、
閏
四
’
○
ロ
ビ
ョ
吊
蜀
号
『
言
冒
⑳
号

少
昌
国
己
の
『
己
の
三
①
雑
○
℃
①
国
Ｑ
旨
ご
吋
噛
の
四
・
口
宇
鈩
両
ｘ
Ｏ
或
旨
旨
四
画
（
）
昌
①
里
①
昌
四
］
国
》
ご
侭
ユ
ロ
ョ
、
四
国
く
○
『
巨
日
〕
弓
鵠
．

（
弱
）
己
の
○
吋
○
の
四
号
〕
Ⅱ
（
】
①
昌
己
詞
○
の
胃
（
）
》
詞
○
の
四
○
の
口
ヨ
》
巳
①
○
急
○
旨
の
Ⅱ
○
一
①
匡
目
国
昌
己
の
ユ
Ｑ
》
ｇ
①
（
〕
の
○
毎
ロ
ロ
ヨ
Ⅱ
○
一
①
二
日
の
○
両
ご
匡
冒
》
色
①
（
）

国
巨
ロ
ロ
百
○
Ⅱ
○
行
匡
胃
ご
Ｆ
ｍ
匡
国
ご
巨
口
〕
・

琴

■
凸

琴

●
凸

国
巨
ロ
ロ
百
○
Ⅱ
○
行
ロ
Ｈ
ｐ
Ｆ
ｍ
匡
国
ご

同
国
］
己
冨
の
耳
昌
ゴ
ロ
①
喘
①
哉
扇
］
く
昌
己

］
‐
函
仁
］

の
巨
与

「
阿
間
陀
外
科
医
方
秘
伝
」
一
一
～

「
阿
蘭
陀
外
科
医
方
秘
伝
」
二
頁
。

「
阿
藺
陀
外
科
医
方
秘
伝
」
二
六
頁
。

「
阿
蘭
陀
外
科
医
方
秘
伝
」
二
八
頁
。

「
阿
蘭
陀
外
科
医
方
秘
伝
」
二
八
～
一

「
阿
蘭
陀
外
科
医
方
秘
伝
」
二
九
頁
。

「
阿
蘭
陀
外
科
医
方
秘
伝
」
四
～
六
頁
。

「
阿
聞
陀
外
科
医
方
秘
伝
」
九
～
二
四
頁
。

「
ア
カ
ブ
ソ
」
は
ラ
テ
ン
語
且
目
か
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
侭
局
に
由
来
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
当
時
の
ョ
－
ロ
ッ
パ
の
医
書
に
は
函
亘
日
冨
と

い
う
用
語
し
か
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

「
阿
蘭
陀
外
科
医
方
秘
伝
」
一
一
～
一
二
頁
。

両
ヨ
ロ
毎
唾
茸
二
言
ロ
国
で
巴
白
四
の

日
の
ｇ
〕
自
己
口
唱
］
①
具
○
醇
胃
崩
言
）
５
日
ョ
Ⅱ
ご
ロ
四
』
里
昌
』
ヨ
シ
口
○
の
８
一
○
昌
冒

両
国
〕
で
両
里
目
’
昌
己
］
冨
一
』
ｇ
置
唱
昌
一
旨
勗

９
国
〕
○
目
画
く
（
）
Ⅱ
（
】
①
昌
己
、
四
国
昌
葺
曼
三
』
己
〕
ゞ

両
目
己
両
翼
昌
一
ヨ
ロ
の
貯
己
竺
言
旨
員
同
目
乞
冨
の
ロ
ロ
日
ロ
国
の
毒
琶
（
）
ロ

○
の
匡
言
，
の
印
Ｃ
Ｏ
ョ
亘
解
①
の
．
両
ｇ
当
．
‐
同
旨
四
両
巴
昌
』
の
．
ぐ
巳
．
］
》
○
胃
乞
．
甲
④
〉
ぐ
巳
．
ｍ
》
○
口
四
口
つ
言
．
囹
巴
》
も
胃
尉
易
き
‐

二
八
～
二
九
頁
。

二
九
頁
。
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、
勺
１
４
〆

（
８
）

（
腿
）

（
刃
）

、
、
ｌ
ノ
グ

（
副
）

へへ

7877
……

へへへ

767574
ーー

へへへ

737271
………

「
紅
毛
秘
伝
外
科
療
治
集
』
第
二
巻
、
『
阿
藺
陀
外
科
指
南
」
第
三
巻
。

「
阿
蘭
陀
外
科
医
方
秘
伝
」
二
五
頁
。

酒
井
シ
ヅ
「
江
戸
時
代
の
西
洋
医
学
の
受
容
ｌ
解
剖
学
を
中
心
に
み
て
」
、
吉
田
忠
他
買
ア
ジ
ア
の
科
学
」
勁
草
書
房
、
五
～
四
九
頁
、
東

京
、
一
九
八
二
年
（
昭
和
五
七
年
）
参
照
。

ｚ
国
画
麓
（
商
務
員
四
房
ぐ
島
よ
り
商
館
長
野
○
月
唇
自
習
宛
の
書
簡
、
同
号
討
晟
琶
）
。

関
場
不
二
彦
『
西
医
学
東
漸
史
話
」
上
巻
、
一
六
一
頁
。

勺
ゴ
印
【
目
四
ｏ
ｏ
ｐ
○
の
国
ン
匡
胸
匡
里
・
屋
屋
》
扇
暗
（
シ
）
》
目
の
ロ
①
ロ
の
四
『
旨
曰
く
の
ぐ
畠
①
胃
○
国
国
吋
ヨ
ロ
Ｃ
Ｏ
で
○
国
の
旨
の
与
国
の
幻
の
旨
く
ｐ
○
○
一
○
ヨ
の
。
⑱
厨
．

○
巳
○
昌
釦
勗
霞
田
）
》
も
ゴ
四
局
ョ
四
ｏ
ｏ
ｐ
ｏ
①
四
Ｆ
○
口
昌
己
①
ロ
切
尉
．
Ｆ
○
コ
・
○
ご
屋
勗
（
ｃ
ゞ
も
す
四
国
〕
国
の
○
℃
○
の
四
シ
日
の
蔚
耳
①
Ｑ
嘩
昌
①
ｐ
ｍ
－
の
屋
韻
ｅ
）
・

も
ご
閂
日
画
の
○
℃
○
①
四
シ
ョ
印
肘
辱
の
Ｑ
四
日
①
ご
ｍ
尉
届
＄
（
巴
．
ロ
．
シ
・
呈
菌
茸
○
で
尻
○
コ
言
い
（
巴
・
）
恥
甸
四
＄
旨
邑
①
旦
昏
①
国
民
輿
シ
日
呉
①
己
四
冒

宅
壹
閏
ョ
四
，
○
℃
○
①
国
岳
諒
・
Ｚ
肘
匡
芦
舜
○
○
百
画
．
Ｑ
の
⑦
国
呉
．
ろ
臼
．
の
①
○
侭
の
ご
ａ
四
国
ぬ
（
＆
．
）
“
勺
丘
冑
冒
幽
ｎ
ｏ
で
○
の
園
Ｐ
ｇ
己
冒
の
ロ
凰
旦
勗
勗

吊
冒
８
月
８
冒
酎
２
目
房
・
冨
且
耐
目
聾
里
①
閏
印
８
国
ｇ
－
ｇ
ｇ
の
ご
ａ
三
房
８
房
目
ご
瞳
．

◎
Ⅱ
一
致
し
て
い
る
、
△
一
致
し
て
い
な
い
、
○
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。

ロ
・
津
・
乏
寓
８
℃
【
○
国
言
明
ロ
①
○
○
『
印
冒
○
口
ぬ
く
四
口
Ｑ
①
シ
ョ
胃
の
ａ
四
日
の
①
句
彦
“
ョ
ｍ
ｎ
ｏ
ｐ
①
①
ぐ
曽
〕
晟
患
‐
勺
毒
閏
冒
．
ヨ
ョ
①
①
ｚ
〕
両
旦
謡
》
ロ
雪
］
‐

琶
騨
乞
留
．
ま
た
は
、
ロ
．
シ
、
罰
三
拝
○
℃
〆
○
昌
旨
侭
（
ご
臼
）
Ｐ
届
出
酌
忌
日
・

勺
冨
目
国
８
９
８
シ
ョ
の
旦
吊
①
８
日
ｇ
四
ｍ
（
届
患
）
・
ロ
］
Ｓ
。
「
阿
蘭
陀
外
科
医
方
秘
伝
」
、
五
○
頁
。

「
阿
蘭
陀
外
療
集
」
巻
六
（
慶
大
、
富
士
川
文
庫
）
。
「
カ
ス
パ
ル
ロ
伝
薬
方
」
（
京
都
大
学
付
属
図
書
館
、
富
士
川
文
庫
）
。
「
紅
毛
外
科
害
」
（
京
大

学
付
属
図
書
館
）
。
「
阿
藺
陀
膏
薬
」
（
京
大
、
富
士
川
文
庫
）
。
「
カ
ス
パ
ル
流
伝
授
本
」
（
宗
田
一
蔵
、
京
都
市
）
。
「
外
科
要
訣
」
巻
三
（
河
口
家
蔵
、

古
河
市
）
。
『
阿
閥
陀
外
科
指
南
」
巻
二
。
「
阿
蘭
陀
流
外
科
書
」
（
京
大
、
當
士
川
文
庫
）
。
「
阿
藺
陀
外
科
伝
」
（
京
大
、
富
士
川
文
庫
）
。
「
阿
蘭
陀

カ
ス
パ
ル
秘
方
」
「
繕
生
室
医
話
」
巻
四
（
京
大
、
富
士
川
文
庫
）
。
「
阿
蘭
陀
秘
伝
膏
薬
」
（
京
大
、
富
士
川
文
庫
）
。
「
阿
蘭
陀
外
科
害
」
（
九
州
大

学
医
学
部
付
属
図
書
態
。
「
阿
蘭
陀
外
科
害
」
（
杏
雨
書
屋
、
大
坂
市
）
。
「
阿
藺
陀
外
科
書
」
（
慶
大
、
富
士
川
文
庫
）
。
「
阿
藺
陀
カ
ス
パ
ル
伝
抜
害
」

巻
四
、
五
（
杏
雨
書
屋
大
阪
市
）
。
「
紅
毛
膏
液
」
（
東
京
大
学
総
合
図
書
館
）
。

宗
田
一
「
日
本
の
売
薬
（
一
七
）
ｌ
オ
ラ
ン
ダ
膏
薬
・
カ
ス
パ
ル
十
七
方
」
二
七
頁
。

「
オ
ラ
ン
ダ
外
科
秘
伝
害
」
内
題
「
阿
間
陀
可
壽
波
留
流
」
文
化
七
年
（
一
八
一
○
年
）
（
大
阪
、
杏
雨
書
屋
）
。
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（
兜
）
宗
田
一
の
詳
細
な
分
析
に
よ
れ
ば
、
ビ
リ
リ
に
つ
い
て
様
々
な
説
が
あ
る
。
宗
田
一
「
渡
来
薬
の
文
化
誌
」
一
二
三
～
一
四
○
頁
、
八
坂
書

房
、
東
京
、
一
九
九
三
年
（
平
成
四
年
）
。
出
島
藺
館
日
誌
の
あ
る
記
述
に
よ
れ
ば
「
ビ
リ
リ
」
は
同
名
の
魚
の
血
（
三
（
）
①
亘
曽
己
》
ぐ
尉
昌
国
『
国
）

で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
（
ｚ
国
縄
ゞ
ロ
ロ
圏
．
陣
屋
ご
）
。

（
帥
）
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
８
コ
圃
窟
○
号
冨
凰
昌
○
の
の
発
音
が
多
少
残
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（
蛇
）
当
時
の
オ
ラ
ン
ダ
語
文
献
に
は
シ
冒
鹸
○
９
，
戸
目
巳
ご
○
の
己
と
い
う
語
形
が
見
ら
れ
、
そ
れ
は
恐
ら
く
ア
ラ
ビ
ア
語
の
呉
冒
目
に
由
来
す
る
も

○
月
二
日
（
平
成
五
年
）
参
照
。

（
例
）
「
人
魚
」
海
牛
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
名

へ

90
…

（
開
）

へへ

8887
…

へへへへ

86858483
……ー

の
］
ｍ
）
０

例
え
ば
「
カ
ス
パ
ル
伝
薬
方
」
（
京
大
、
富
士
川
文
庫
）
。

ｚ
司
当
司
囹
（
送
り
状
○
開
扁
の
一
園
創
国
ぐ
国
ゞ
胃
・
武
展
ち
ゞ
詞
○
ｇ
ご
号
）
。

「
阿
蘭
陀
外
科
医
方
秘
伝
」
七
八
、
七
九
頁
。

「
阿
藺
陀
加
須
波
留
伝
膏
藥
方
附
油
藥
水
藥
方
」
享
和
元
年
辛
酉
夏
四
月
二
八
○
一
年
）
井
澤
元
民
子
紀
州
華
岡
塾
中
、
二
九
～
三
四
頁
、

（
杏
雨
書
屋
、
大
阪
）
。
「
油
取
様
書
」
、
「
和
蘭
薬
品
主
治
部
」
嵐
山
甫
安
自
筆
、
明
月
亭
写
本
、
二
頁
～
、
（
大
阪
、
杏
雨
書
屋
）
。

宗
田
一
「
渡
来
薬
の
文
化
誌
」
八
坂
書
房
、
東
京
一
九
九
三
年
（
平
成
五
年
）
。

（
Ａ
）
「
阿
藺
陀
薬
使
様
井
上
筑
後
守
殿
上
写
」
（
「
阿
藺
陀
外
科
医
方
秘
伝
」
）

（
Ｂ
）
「
萬
渡
薬
使
様
阿
蘭
陀
外
療
耆
口
伝
」
（
「
阿
蘭
陀
外
療
集
」
巻
七
）

（
Ｃ
）
「
阿
聞
陀
薬
種
能
毒
カ
ス
バ
ル
伝
渡
薬
」
（
「
阿
蘭
陀
加
須
波
留
伝
膏
藥
方
」
）

（
Ｄ
）
「
阿
蘭
陀
薬
品
主
治
部
」
（
「
阿
閾
陀
薬
品
、
王
治
部
」
）

語
源
の
綴
り
は
当
時
の
通
り
。
参
考
資
料
は
（
巴
シ
ョ
心
１
８
国
【
隅
号
巨
日
円
シ
団
呂
８
号
ｇ
ａ
Ｏ
号
甸
曾
鼠
○
号
冨
樹
巴
颪
研
．

シ
国
四
房
３
両
、
２
匡
且
①
号
甸
胃
日
図
画
号
勺
○
津
○
．
口
溺
‐
己
Ｐ
両
ｇ
８
ｇ
侭
．
（
ご
詞
３
国
目
ｍ
号
司
閏
く
目
匡
朋
岬
冨
①
ｓ
ｏ
ヨ
四

勺
ご
冑
目
胃
四
己
８
．
ａ
⑦
目
○
肘
の
呂
禺
一
国
日
田
号
Ｈ
ｐ
３
ｍ
胃
昂
己
①
。
号
⑦
２
用
鼻
○
国
里
自
闘
四
戸
⑱
ｇ
①
目
昌
Ｐ
Ｆ
①
昼
ｇ
弓
筐
・

ミ
イ
ラ
の
語
源
の
問
題
に
つ
い
て
宗
田
一
「
阿
閥
陀
舶
載
薬
の
薬
効
等
」
「
日
本
医
事
新
報
」
第
三
六
二
三
号
、
一
三
八
頁
、
一
九
九
三
年
一

の
と
思
わ
れ
る

宗
田
一
の
詳
細

（
弓
ユ
ユ
房
の
言
易
日
曽
国
目
い
日
田
園
冒
切
弓
軋
旦
５
９
旨
め
口
国
口
貝
巨
望
冒
冒
顕
昌
伊
弓
ユ
鼻
昂
旦
昌
の
冒
曽
国
含
届
陥
ロ
①
狛
巴
四
一
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、
ｒ
ｎ
Ｊ
〆

一
Ⅲ
）

ヘ
Ⅱ
）

〆
甜
１
１
、

へ

104
…

へへへ

103102101
……

へへへ

1009998
………

へへへ

979695
……

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
コ
七
世
紀
の
平
戸
・
出
島
藺
館
の
医
薬
関
係
者
に
つ
い
て
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
第
四
一
巻
第
三
号
、
八

五
～
一
○
一
頁
、
一
九
九
五
年
九
月
（
平
成
七
年
）

「
南
蛮
流
外
科
害
」
巻
下
。
「
和
藺
ス
テ
イ
ヒ
ン
伝
来
南
蛮
流
外
科
害
」
（
京
都
大
学
付
属
図
書
館
、
富
士
川
文
庫
）
一
～
一
四
頁
。

海
老
澤
有
道
『
南
蛮
学
統
の
研
究
」
四
九
七
～
五
一
二
頁
、
増
補
版
、
創
文
社
、
東
京
一
九
七
八
年
（
昭
和
五
三
年
）
。

ｚ
国
萱
》
ロ
ロ
医
．
巨
』
忠
勇
ｚ
国
＄
》
ロ
ロ
瞳
印
」
田
野
ｚ
国
誘
》
ロ
ロ
弓
』
』
窃
巽
ｚ
国
ヨ
ヨ
（
送
り
状
ｇ
異
の
①
一
ｍ
四
国
ぐ
茜
ゞ
巨
司
』
訊
豐

ｚ
国
司
②
（
送
り
状
９
輿
①
①
一
厨
国
ぐ
置
屋
旬
．
届
闇
房
ｚ
国
匂
ゞ
ロ
己
望
」
．
勗
騨
ｚ
国
の
Ｐ
ｐ
ｐ
屋
．
い
ぶ
留
な
ど
参
照
。

阿
知
波
五
郎
『
近
代
医
史
学
論
考
」
上
、
三
九
～
四
六
頁
、
思
文
閣
出
版
、
東
京
、
一
九
八
六
年
（
昭
和
六
一
年
）
。
宗
田
一
「
南
蛮
医
学
か
ら

蘭
方
医
学
へ
」
『
薬
事
日
報
」
、
第
三
四
三
九
号
（
蘭
学
資
料
研
究
会
第
六
回
大
会
講
演
要
旨
）
。

そ
れ
ぞ
れ
の
蘭
館
医
に
つ
い
て
ミ
ヒ
ェ
ル
「
一
七
世
紀
の
平
戸
・
出
島
蘭
館
の
医
療
関
係
者
に
つ
い
て
」
参
照
。

川
島
恂
二
「
新
発
見
河
口
良
庵
著
「
阿
藺
陀
語
」
帖
か
ら
」
「
古
河
市
医
師
会
報
』
第
二
四
号
、
一
～
九
頁
、
一
九
九
二
年
一
二
月
（
平
成

四
年
）
。
川
島
氏
に
こ
の
文
書
の
コ
ピ
ー
を
譲
っ
て
頂
い
た
。
こ
こ
に
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

「
阿
蘭
陀
加
須
波
留
秘
方
」
六

ｚ
司
］
＄
・
ロ
ｐ
匿
い
．
届
詔
。

イ
ス
ト
ウ
ラ
ス
に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
＄
８
日
目
の
の
影
響
が
感
じ
ら
れ
る
。

「
阿
蘭
陀
加
須
波
留
秘
方
」
（
成
田
市
、
成
田
仏
教
図
書
館
）
、
五
～
一
四
頁
。

「
カ
ス
パ
ル
伝
薬
方
」
文
正
壬
年
写
（
京
都
大
学
付
属
図
書
館
、
富
士
川
文
庫
）
、
三
～
一
三
頁
。
「
紅
毛
盲
液
」
（
東
京
大
学
総
合
図
書
館
）
、
一
～
一

二
頁
。
「
阿
藺
陀
加
須
波
留
伝
膏
藥
方
附
油
藥
水
藥
方
」
（
杏
雨
書
屋
）
、
二
○
～
二
一
頁
。

「
阿
蘭
陀
加
須
波
留
秘
方
」
六
頁
。

（
九
州
大
学
言
語
文
化
部
）
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CasparSchambergerunddie@Caspar-Chirurgie'

vonWolfgangMICHEL

WegenderauBerstverworrenenQuellenlagebeidenjapanischenHandschriften,diesichaufdenl649
-1651inJapanwirkendendeutschenBarbierchirurgenCasparSchamberger(1623-1706)berufen,stehtdie
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